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ウ
ィ
ン
チ
を
交
代
で
動
か
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
場
所
や
目
的
に
合

わ
せ
た
、
安
全
な
伐
出
の
一
端
は

分
か
っ
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う

か
。

　
残
念
な
が
ら
今
回
は
架
線
集
材

は
見
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
島
﨑
先

生
が
持
っ
て
い
る
自
走
式
集
材
機

に
よ
る
集
材
も
体
験
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
内
容

今
回
の
内
容

今
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内
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容

今
回
の
内
容
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時時時時時
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分分分分分
Ｋ
Ｏ
Ａ
パ
イ
ン
パ
ー

ク
集
合
。
涼
風
の
流
れ
る
朝
、

今
年
の
森
林
塾
は
雨
の
心
配

が
全
く
な
い
。
保
科
先
生
、
島

﨑
先
生
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

車
に
分
乗
し
現
場
に
向
か
う
。

　
場
所
は
前
回
間
伐
し
た
箕
輪

町
、
萱
野
高
原
入
り
口
の
浦

野
山
林
へ
。

　
　
班
は
前
回
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
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『
材
を
い
か
に
上
手
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出
す
か
』
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を
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『
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に
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』

　
日
本
の
国
土
面
積
の
三
割
近

い
一
千
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
占
め

る
人
工
林
の
間
伐
も
ま
ま
な
ら

な
い
現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、

さ
て
間
伐
し
た
木
を
山
か
ら
出

す
と
い
う
事
は
、
ま
た
新
た
な

難
問
で
す
。

　
急
峻
な
地
形
、
不
十
分
な
林

道
、
作
業
道
密
度
等
が
ネ
ッ
ク
に

な
り
、
伐
出
機
材
を
思
う
よ
う
に

林
内
に
持
ち
込
め
ま
せ
ん
し
、
急

傾
斜
地
で
は
機
械
の
十
分
な
活
躍

も
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
勢
い
間
伐

は
し
た
も
の
の
切
り
捨
て
、
が
多

く
な
る
の
は
や
む
を
え
な
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
す
。
で
も
、
で
き
る

な
ら
使
え
る
も
の
は
山
か
ら
出
し

て
、
使
っ
て
あ
げ
た
い
気
が
し
ま

す
。

　
伐
倒
し
、
集
材
し
、
枝
を
払
い
、

造
材
し
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積
む
。
そ

ん
な
色
々
な
大
型
の
高
性
能
林
業

機
械
が
各
地
で
活
躍
を
始
め
て
い

ま
す
が
、
森
林
塾
で
は
も
う
少
し

小
型
で
小
回
り
の
き
く
機
械
を
体

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ホ
イ
ー

ル
（
車
輪
）
タ
イ
プ
の
ロ
ギ
ン
グ

ト
ラ
ク
タ
、
ク
ロ
ー
ラ
（
キ
ャ
タ

ピ
ラ
）
タ
イ
プ
の
キ
ャ
タ
ト
ラ
、

そ
れ
と
持
ち
運
べ
る
「
ひ
っ
ぱ
り

だ
こ
」
と
い
う
ふ
ざ
け
た
名
前
の

で
三
つ
に
分
か
れ
る

99999
時時時時時
　
現
地
到
着
。
島
﨑

先
生
か
ら
伐
出
方
法

の
説
明
。
最
近
は
一
千

万
円
以
上
す
る
伐
出

用
大
型
機
械
が
あ
る

そ
う
だ
が
、
日
本
の
よ

う
な
急
斜
面
、
林
道
密

度
の
低
さ
、
小
規
模
所

有
地
林
に
は
不
向
き

だ
と
か
。

　
　
今
回
は
キ
ャ
タ
ビ
ラ

ト
ラ
ク
タ
、
ロ
ギ
ン
グ

ト
ラ
ク
タ
、
携
帯
ウ
イ

ン
チ
の
三
種
類
を
使
っ
て
の

集
材
。

　
　
先
生
の
説
明
中
に
ス
タ
ッ
フ

や
イ
ン
ト
ラ
の
皆
さ
ん
は
伐

採
し
た
材
を
使
っ
て
、
キ
ャ

タ
ト
ラ
が
沢
を
渡
る
為
の
橋

を
造
っ
て
い
る
。
な
ん
と
も

鮮
や
か
な
作
業

99999
時時時時時
5050505050
分分分分分
　
一
時
間
ず
つ
三
種

類
の
機
械
を
使
う
こ
と
に
。

ま
ず
は
ロ
ギ
ン
グ
ト
ラ
ク

タ
ー
　
イ
ワ
フ
ジ
　
Ｔ-

10

の
操
作
。
な
ん
だ
か
難
し
そ

う
だ
が
、
森
さ
ん
は
、
は
じ
め

て
と
は
思
え
な
い
鮮
や
か
な

運
転
。
あ
っ
と
言
う
間
に
一

時
間
。
次
に
、
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ

を
使
っ
て
の
集
材
。
沢
を

渡
っ
て
倒
れ
て
い
る
木
を
引

き
出
そ
う
と
し
た
が
、
三
百

三
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
の

ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
で
は
ち
ょ
っ

と
非
力
で
動
か
ず
。
し
か
し
、

動
滑
車
を
使
え
ば
倍
の
力

が
出
て
簡
単
に
動
い
た
。
ん

〜
。
中
学
の
理
科
を
思
い
出

す1212121212
時時時時時
　
昼
食
。
車
で
約
十

分
林
道
を
登
り
萱
野
高
原

へ
。
す
ば
ら
し
い
伊
那
谷
の

景
色

１
時
１
時
１
時
１
時
１
時
2020202020
分分分分分
　
最
後
は
キ
ャ

タ
ト
ラ
を
使
っ
て
の
集
材
。

や
ま
び
こ
号
は
ロ
ギ
ン
グ

ト
ラ
ク
タ
に
比
べ
る
と
運

転
が
簡
単
。
木
の
間
を
縫
っ

おひとついかが松ノ元さん

きのこのほだ木程度の出しならひっぱりだこにおまかせ

キャタトラは自重８００kg。木寄せにはアンカーをとりたい

T-10は自重が２トン弱あるので何本もの丸太をがんこに引ける
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を
試
み
ら
れ
た
浅
間
神
社
林
等
の

見
学
を
す
る
予
定
で
す
。
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手
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入
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場
所
等
未
定
。
追
っ
て
通
信
で

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
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今
回
使
用
し
た
三
種
類
の
機
械

に
つ
い
て
特
徴
を
考
え
て
み
る
と

〇
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ

　
木
寄
せ
専
門
携
帯
ウ
ィ
ン
チ
。

人
力
で
持
ち
運
び
が
可
能
な
の
で

林
内
で
の
移
動
が
簡
便
な
こ
と
か

ら
、
間
伐
時
の
小
径
木
集
材
に
最

適
で
、
ラ
ジ
コ
ン
タ
イ
プ
の
も
の

は
一
人
作
業
が
可
能
。
木
寄
せ
時

に
は
、
ア
ン
カ
ー
を
忘
れ
ず
に
。

林
内
運
材
方
法
は
別
途
必
要
。

〇
キ
ャ
タ
ト
ラ
や
ま
び
こ
号

　
木
寄
せ
ウ
ィ
ン
チ
と
積
載
デ
ッ

キ
の
持
つ
ク
ロ
ー
ラ
式
林
内
作
業

車
。
傾
斜
に
は
弱
く
、
木
寄
せ
作

業
と
積
載
作
業
の
二
工
程
の
作
業

さ
ん
、
芳
賀
さ
ん

講
師
／
保
科
先
生
、
島
﨑
先
生

ス
タ
ッ
フ
／
大
野
、
椎
原
、
平
林
、

川
島
、
後
藤
、
野
口
、
宮
崎
、

坂
野
、
此
村
、
坪
木
、
早
川

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定
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分分分分分
　
Ｋ
Ｏ
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パ
イ
ン

パ
ー
ク
集
合
。
変
更
し
ま
し
た
の

で
お
間
違
え
の
無
い
よ
う
に
。
遅

れ
な
い
で
ね
。
現
場
は
信
州
大
学

手
良
演
習
林
手
前
の
野
底
区
有
林

を
お
借
り
し
て
。

て
玉
切
り
し
た
木
に
近
づ
く
。

そ
し
て
、
玉
掛
け
し
て
、
ウ
イ

ン
チ
で
引
っ
張
り
、
吊
り
上

げ
て
乗
せ
る
。
初
心
者
に
も

簡
単
に
操
作
で
き
、
作
業
が

は
か
ど
る

22222
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
作
業
終
了
後
、
ロ
ギ

ン
グ
ト
ラ
ク
タ
ー
の
後
部
ド

ラ
ム
を
使
っ
て
の
エ
ン
ド
レ

ス
方
式
の
説
明
。
こ
れ
は
、

ロ
ー
プ
を
つ
な
い
で
輪
に
す

る
こ
と
に
よ
り
エ
ン
ド
レ
ス

に
す
る
。
そ
の
間
に
滑
車
を

入
れ
て
そ
こ
に
材
を
つ
る
す
。

動
力
は
ロ
ギ
ン
グ
ト
ラ
ク

タ
ー
の
ウ
イ
ン
チ
使
う
。

　
　
こ
の
よ
う
な
方
法
で
沢
を

渡
っ
て
材
を
運
ぶ
こ
と
も
で

き
る

33333
時時時時時
1010101010
分分分分分
　
ケ
ガ
も
な
く
無
事

に
終
了
。
現
地
に
て
解
散

参
加
者
／
上
原
さ
ん
、
奥
嶋
さ

ん
、
風
見
さ
ん
、
片
岡
さ
ん
、

菅
さ
ん
、
栗
林
さ
ん
、
佐
藤

(

健)

さ
ん
、
佐
藤(

誠)

さ
ん
、

塩
谷
さ
ん
、
白
壁
さ
ん
、
溜

さ
ん
、
伴
野
さ
ん
、
長
坂
さ

ん
、
久
部
さ
ん
、
藤
野
さ
ん
、

逸
見
さ
ん
、
松
永
さ
ん
、
松

ノ
元
さ
ん
、
桃
澤
さ
ん
、
森

さ
ん
夫
妻
、
山
浦
さ
ん
、
渡

辺
さ
ん
、
池
田
さ
ん
、
則
竹

　
班
ご
と
に
測
量
し
、
ル
ー
ト
を

決
め
ま
す
。
図
に
落
と
し
た
上

で
、
歩
道
と
し
て
開
設
し
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。
班
で
ひ
と
つ
以

上
電
卓
、分
度
器
、筆
記
用
具
。あ

る
方
は
是
非
。

　
唐
鍬
で
の
歩
道
開
設
が
一
段
落

し
た
ら
島
﨑
先
生
に
演
習
林
の
中

を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

西
駒
演
習
林
と
違
い
こ
ち
ら
は
ほ

と
ん
ど
人
工
林
で
す
。
ど
の
よ
う

な
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
る
か
一
見

の
価
値
あ
り
で
す
。
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88888
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
Ｋ
Ｏ
Ａ
パ
イ
ン

パ
ー
ク
に
集
合
。
遅
れ
な
い
で

ね
。

　
根
羽
村
は
長
野
県
最
南
端
、
愛

知
県
に
接
し
、
県
内
で
は
有
数
の

林
業
地
で
す
。
一
九
七
七
年
か
ら

島
﨑
先
生
が
指
導
し
、
ス
ギ
の
大

径
材
生
産
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

先
生
が
最
初
に
保
残
木
マ
ー
ク
法

効
率
が
求
め
ら
れ
る
が
、
車
両
が

コ
ン
パ
ク
ト
で
間
伐
林
分
で
の
移

動
性
は
良
好
。
こ
れ
も
木
寄
せ
時

の
ア
ン
カ
ー
を
忘
れ
ず
に
。

〇
ロ
ギ
ン
グ
ト
ラ
ク
タ
Ｔ
‐
10

　
ウ
ィ
ン
チ
二
基
と
ド
ー
ザ
を
装

備
し
、
車
両
中
央
で
前
後
に
ね
じ

れ
る
機
構
を
持
つ
ホ
イ
ー
ル
式
林

内
作
業
車
。
傾
斜
に
強
く
、
木
寄

せ
し
た
ま
ま
牽
引
し
て
搬
出
が
可

能
。
基
本
的
に
一
人
作
業
で
あ
る

が
、
二
基
の
ウ
ィ
ン
チ
ワ
イ
ヤ
ー

を
使
っ
た
簡
易
な
エ
ン
ド
レ
ス
索

方
式
の
集
材
時
に
は
、
二
人
作
業

と
な
る
。

　
車
両
が
大
き
い
た
め
、
樹
幹
距

離
の
短
い
林
分
で
は
、
専
用
道
の

開
設
等
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、

タ
イ
ヤ
に
か
か
る
荷
重
が
大
き
い

た
め
、
林
床
へ
の
影
響
を
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　

　
集
材
す
る
機
械
の
選
択
あ
る
い

は
機
械
に
応
じ
た
伐
木
造
材
方

法
、
集
材
後
の
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積

み
込
み
・
搬
送
ま
で
も
含
め
た
伐

出
計
画
は
、
伐
採
前
の
施
業
計
画

時
に
策
定
さ
れ
て
い
る
の
が
ベ
ス

ト
で
す
。

　
ま
た
、
作
業
効
率
の
点
か
ら

も
、
木
寄
せ
作
業
は
人
力
で
造
材

時
に
す
る
と
か
、
集
材
は
そ
の
機

械
の
能
力
の
限
り
複
数
本
を
一
度

に
集
材
す
る
と
か
と
い
う
こ
と
も

伐
採
時
に
は
決
め
て
お
い
た
方
が

良
い
で
し
ょ
う
。
伐
出
は
創
意
工

夫
で
作
業
負
荷
の
軽
減
が
可
能

で
、
な
に
よ
り
山
か
ら
木
が
出
て

く
る
の
は
愉
し
い
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

森さんの介添えでイントラ宮崎手づくり橋を渡る

「ひっぱりだこ」塾に登場するのは年３回だけ

滑車を通すため、ショートスプライスで輪をつくる

バランス良く荷が積めました。久部さんの斜面走行

こちらは風見さん。操作はゲームより簡単

好奇心旺盛の栗林さんウィンチ操作
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七
月
二
十
一
日
早
朝
、
前
夜
、
研

修
所
前
で
見
た
満
天
の
星
も
消

え
、
鳩
吹
公
園
の
風
車
が
少
し
づ

つ
そ
の
輪
郭
を
現
し
始
め
る
。

　
今
日
は
、
南
ア
ル
プ
ス
の
女
王

「
仙
丈
ケ
岳
」
に
藪
沢
カ
ー
ル
を

見
に
行
く
日
。
研
修
所
の
前
で
、

イ
ン
ト
ラ
の
川
島
さ
ん
に
見
送

ら
れ
、
伊
那
市
駅
へ
出
発
。
歩
き

始
め
る
と
、
気
分
も
徐
々
に
高
揚

し
て
く
る
。
し
か
し
、
途
中
で
左

じいちゃんの血じいちゃんの血じいちゃんの血じいちゃんの血じいちゃんの血
     塩谷　隆紀塩谷　隆紀塩谷　隆紀塩谷　隆紀塩谷　隆紀
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膝
の
い
つ
も
の
所
が
痛
く
な
る
。

今
日
は
無
理
か
な
と
一
瞬
思
う

が
、
森
林
塾
に
通
い
始
め
て
五
回

（
第
三
回
の
樹
木
分
類
と
、
第
六

回
の
下
草
刈
り
を
欠
席
）、
ま
だ

一
度
も
伊
那
市
駅
か
ら
研
修
所

迄
、
通
し
で
歩
い
た
こ
と
が
な
い

の
で
、
ゆ
っ
く
り
で
も
行
こ
う
と

決
め
る
。
途
中
、
駅
前
の
コ
ン
ビ

ニ
で
朝
食
を
し
、
昼
の
∧
お
に
ぎ

り
二
つ
∨
買
っ
て
、
駅
前
始
発

「
高
遠
行
き
」
の
バ
ス
に
乗
る
。

　
土
曜
日
の
せ
い
か
、
バ
ス
は
、

ほ
と
ん
ど
貸
し
切
り
状
態
の
ま
ま

「
高
遠
」
着
。
下
車
し
た
瞬
間
、
夏

の
強
い
日
差
し
で
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

を
増
し
た
周
り
の
風
景
に
∧
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
∨
を
感
じ
、
暫
く
、

バ
ス
発
着
所
の
ベ
ン
チ
に
一
人
座

り
∧
の
ん
び
り
∨
す
る
。
江
戸
時

代
、
高
遠
藩
は
三
万
三
千
石
。
春

に
な
る
と
三
千
本
の
桜
咲
く
高
遠

城
址
を
左
に
見
て
、「
高
遠
」
を
出

発
。
村
の
山
林
面
積
が
、
九
十
七

パ
ー
セ
ン
ト
あ
る
長
谷
村
に
入

り
、「
戸
台
口
」
で
下
車
。
こ
こ
で

長
谷
村
営
バ
ス
を
待
つ
。

　「
戸
台
口
」
は
、
広
い
バ
ス
の

ロ
ー
タ
リ
ー
と
南
ア
ル
プ
ス
の
案

内
板
、
そ
し
て
、
丸
い
バ
ス
の
時

刻
表
が
立
つ
静
か
な
所
な
の
で
、

こ
こ
で
も
∧
の
ん
び
り
∨
し
た
時

を
過
ご
す
。
ま
も
な
く
、
村
営
バ

ス
到
着
。
乗
客
が
一
人
な
の
で
、

一
番
前
の
席
（
運
転
席
の
左
）
に

座
ら
せ
て
も
ら
い
、
少
し
得
し
た

気
分
に
な
る
。

　「
戸
台
口
」
か
ら
一
人
貸
し
切

り
気
分
で
乗
っ
て
い
る
と
、
前
方

に
突
然
、
黒
山
の
人
。
ビ
ッ
ク
リ

し
て
い
る
と
、
こ
こ
が
「
南
ア
ル

プ
ス
」
北
部
の
登
山
口
、
小
瀬
戸

鉱
泉
「
仙
流
荘
」
前
で
、
長
谷
村

営
バ
ス
の
営
業
所
や
、
マ
イ
カ
ー

の
大
駐
車
場
も
あ
り
、
湯
治
客
や

登
山
、
北
沢
峠
に
行
く
人
々
で
賑

わ
い
、
夏
山
シ
ー
ズ
ン
で
も
比
較

的
静
か
な
、
山
形
の
登
山
口
と
の

違
い
を
感
じ
る
。

　「
仙
流
荘
」
前
で
、
バ
ス
は
満
員

の
乗
客
と
荷
物
を
乗
せ
て
発
車
。

ア
ー
チ
型
の
赤
い
「
戸
台
大
橋
」

ゲ
ー
ト
前
で
停
車
。
バ
ス
の
運
転

手
と
ゲ
ー
ト
の
管
理
人
が
挨
拶
を

す
る
と
、
ゲ
ー
ト
は
開
き
、
開
発

か
自
然
保
護
か
で
全
国
的
に
話
題

に
な
っ
た
、「
南
ア
ル
プ
ス
・
ス
ー

パ
ー
林
道
」
に
バ
ス
は
入
っ
た
。

　「
南
ア
ル
プ
ス
・
ス
ー
パ
ー
林

道
」
は
、
長
野
県
上
伊
那
郡
長
谷

村
戸
台
か
ら
、
山
梨
県
中
巨
摩
郡

芦
安
村
広
河
原
迄
、
五
十
数
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
。「
北
岳
」
山
頂
で
、
工

事
中
の
林
道
を
見
て
か
ら
二
十
数

年
後
、
今
、
バ
ス
の
一
番
前
に
座

り
、
ガ
イ
ド
を
聞
き
な
が
ら
「
鋸

岳
」
等
、
急
峻
な
山
並
み
と
足
元

の
深
い
沢
を
見
る
と
、
百
年
で
約

一
メ
ー
ト
ル
隆
起
し
続
け
る
「
南

ア
ル
プ
ス
」
を
体
全
体
で
感
じ

る
。

　「
バ
ス
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
全
開

に
し
て
、
見
上
げ
る
よ
う
な
高
低

角
（
森
林
塾
で
や
っ
と
覚
え
た
）

で
迫
る
「
赤
石
山
脈
（
南
ア
ル
プ

ス
）」
北
部
を
流
れ
る
天
竜
川
の

支
流
、
戸
台
川
に
沿
っ
て
伸
び
る

「
南
ア
ル
プ
ス
・
ス
ー
パ
ー
林
道
」

を
登
り
切
り
、
長
野
・
山
梨
の
県

境
、
北
沢
峠
直
下
に
建
つ
大
平
山

荘
前
に
到
着
。
こ
こ
で
、
半
数
の

乗
客
と
と
も
に
下
車
。
す
ぐ
、
∧

ザ
ー
ザ
ー
∨
と
い
う
水
の
音
に
誘

わ
れ
て
近
づ
く
と
、
清
潔
な
木
造

り
の
山
荘
と
、
眼
前
遠
く
に

「
槍
ヶ
岳
・
穂
高
岳
」
等
の
「
北
ア

ル
プ
ス
」
を
見
る
。
暫
く
す
る
と
、

バ
ス
か
ら
降
り
た
乗
客
の
姿
は
消

え
、
あ
た
り
は
静
寂
に
包
ま
れ

る
。聞
こ
え
る
の
は
、水
の
音
。時

間
も
止
ま
り
、
大
平
山
荘
前
で
幸

福
な
気
分
に
な
る
。

　
こ
こ
か
ら
、
仙
丈
小
屋
迄
、
三

時
間
弱
。「
仙
丈
ケ
岳
」
山
頂
で

「
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
現
象
」
に
出
会
う

の
は
、
約
二
十
時
間
後
と
な
る

が
、
雲
霧
と
太
陽
が
つ
く
り
だ
す

幻
想
的
な
「
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
現
象
」

は
、
一
八
二
八
年
・
九
月
七
日
、

「
槍
ヶ
岳
」
を
開
山
し
た
日
本
の

播
隆
上
人
が
、「
笠
ケ
岳
」
山
頂
で

光
輪
と
自
分
の
影
を
見
て
、
阿
弥

陀
如
来
の
御
来
迎
を
確
信
し
て
い

る
。
―
新
田
次
郎
著
『
槍
ヶ
岳
開

山
』
文
藝
春
秋
（
一
九
七
七
）
―

　
播
隆
上
人
が
「
槍
ヶ
岳
」
を
開

山
し
た
頃
、
日
本
の
山
林
は
、
藩

の
厳
し
い
管
理
下
「
木
一
本
、
首

一
つ
」
と
い
わ
れ
、「
青
森
ヒ
バ
・

秋
田
ス
ギ
・
木
曽
ヒ
ノ
キ
」
等
の

美
林
も
生
ま
れ
た
が
、
今
は
、
ほ

と
ん
ど
切
り
つ
く
さ
れ
残
っ
て
い

な
い
と
い
う
。
し
か
も
、
国
土
面

積
の
約
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

る
日
本
の
人
工
林
は
、
貴
重
な
資

源
で
あ
る
が
、
燃
料
革
命
や
少
子

高
齢
化
等
、
社
会
情
勢
の
変
化
で

放
置
さ
れ
、
田
畑
同
様
、
手
入
れ

不
足
が
進
ん
で
い
る
。
人
心
の
荒

廃
も
社
会
問
題
化
し
、
正
に
「
国

乱
れ
て
、
山
河
無
し
」
の
環
境
が
、

現
れ
始
め
て
い
る
。

　
十
数
年
前
、
ブ
ナ
の
伐
採
に
反

対
し
た
こ
と
が
あ
り
、
今
、
人
工

林
の
手
入
れ
を
学
ぶ
た
め
、
山
形

と
長
野
を
往
復
し
て
い
る
自
分

が
、
少
し
不
思
議
な
気
も
す
る
。

し
か
し
、
森
林
塾
の
お
陰
で
「
仙

丈
ケ
岳
」
に
も
登
る
こ
と
が
出
来

た
。

　
塾
も
残
り
数
回
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
や
鉈
、
鋸
の
使
い
方
よ
り
、

列
車
の
乗
り
継
ぎ
が
∧
う
ま
く
∨

な
り
そ
う
で
す
が
、
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
す
、

と
い
う
と
皆
絶
句
さ
れ
る
。
な
ぜ

森
林
塾
に
？
原
風
景
が
山
な
の

か
、
顔
も
知
ら
ぬ
樵
の
祖
父
の
血

が
騒
ぐ
の
か
。
北
海
道
は
夕
張
生

ま
れ
の
札
幌
育
ち
。
大
学
で
上
京

し
て
強
烈
な
違
和
感
。
こ
こ
は
死

に
場
所
で
は
な
い
、
と
。
そ
れ
は

今
で
も
。

　
た
だ
ア
メ
リ
カ
へ
行
き
た
く
て

乙
仲
に
就
職
、
一
年
の
研
修
で
実

際
に
行
か
さ
れ
た
の
は
フ
ラ
ン

ス
！ 

前
任
者
と
３
時
間
の
引
継

ぎ
で
は
、
あ
の
苛
烈
な
フ
ラ
ン
ス

人
の
性
格
と
、
灰
色
の
泣
き
た
く

な
る
よ
う
な
風
景
に
対
決
で
き

ず
、
Ｆ
１
レ
ー
ス
ば
り
の
凱
旋
門

の
周
り
を
運
転
し
な
が
ら
本
当
に

泣
い
た
。
が
、
新
緑
と
陽
光
が
眩

し
い
春
に
は
一
転
フ
ラ
ン
ス
か
ぶ

れ
。
一
年
で
は
飽
き
足
ら
ず
、
帰

国
し
て
す
ぐ
フ
ラ
ン
ス
に
戻
る
た

め
転
職
。
飛
行
機
部
品
を
輸
入
し

続
け
た
４
年
後
に
帰
国
し
て
身
に

つ
い
て
た
も
の
は
た
っ
ぷ
り
の
肝

脂
肪
と
「
人
生
一
度
！
」
の
ラ
テ

ン
思
考
の
み
。
用
足
し
フ
ラ
ン
ス
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語
は
今
や
全
部
忘
れ
た
。
で
も
パ

リ
か
ら
二
十
分
も
高
速
で
走
れ
ば

三
百
六
十
度
地
平
線
の
菜
種
畑

や
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
護
岸
工
事
な
し
の
田
園
風

景
は
心
の
コ
ア
に
刻
ま
れ
た
。

　
３
つ
目
の
会
社
に
通
う
地
下
鉄

の
中
で
他
人
の
よ
う
に
日
経
を
読

め
ず
、
同
僚
の
よ
う
に
５
分
で
ラ

ン
チ
を
掻
き
込
め
な
い
自
分
が
い

た
。
代
り
に
読
ん
だ
の
は
自
身
も

骨
太
に
生
き
る
遠
藤
ケ
イ
の
「
男

の
民
俗
学
」。杣
、日
庸
（
ヒ
ヨ
ウ
）

の
死
ぬ
ま
で
同
じ
ル
ー
テ
ィ
ン
の

潔
さ
を
知
っ
て
、 

日
高
山
系
で
樵

だ
っ
た
祖
父
の
生
活
を
思
い
、
更

な
る
資
料
を
探
し
に
都
立
図
書
館

へ
。
そ
の
林
業
コ
ー
ナ
ー
で
島
崎

先
生
の
「
山
造
り
承
り
ま
す
」
に

邂
逅
。 

は
ま
っ
た
。

　「
山
の
現
実
は
甘
く
な
い
！
」

と
言
わ
れ
る
。
昔
日
の
林
業
バ
ブ

ル
を
知
る
林
家
御
大
尽
は
い
ざ
知

ら
ず
、
林
業
が
貨
幣
経
済
で
脚
光

を
浴
び
る
ほ
ど
「
甘
く
」
な
る
と

は
考
え
て
い
な
い
。
仕
事
の
「
起

承
転
結
」
か
ら
言
え
ば
、
林
業
ほ

ど
自
分
の
仕
事
の
完
遂
が
見
ら
れ

な
い
業
種
も
珍
し
い
。
半
世
紀
後

投稿大歓迎。ご意見、ご質問、
ご要望、事務局まで。
TEL　0265-70-7065
FAX　0265-70-7994

E-mail:
ki-hayakawa@koanet.co.jp
sh-sakano@koanet.co.jp
mi-tsuboki@koanet.co.jp
携帯:0902-53-26375（開催日）
H.P.http://www.koanet.co.jp

房
が
落
ち
や
す
く
日
持
ち
が
悪
い

と
一
喜
一
憂
の
様
子
で
し
た
。
自

然
相
手
は
本
当
に
難
し
い
で
す

ね
。
　

 

夏
の
暑
さ
は
お
盆
ま
で
、
と
地

元
の
人
か
ら
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
言
葉
ど
お
り
、
帰
省
先

の
愛
知
県
か
ら
帰
る
と
、
朝
晩
の

風
は
涼
し
い
か
ら
冷
た
い
に
変
わ

り
、
夏
の
朝
は
た
い
て
い
雲
に
隠

れ
て
い
た
西
駒
方
面
の
山
頂
が

く
っ
き
り
と
姿
を
現
す
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
赤
と
ん
ぼ
も
山
か
ら

里
へ
降
り
て
来
て
、
稲
穂
が
頭
を

垂
れ
始
め
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
秋

の
気
配
が
漂
っ
て
き
ま
し
た
。

　
先
に
も
書
い
た
と
お
り
、
盆
休

み
中
は
帰
省
し
て
伊
那
に
は
不
在

で
し
た
の
で
、
こ
の
地
方
の
盆
の

行
事
を
体
験
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
新
聞
を
見
る
と
各
地
に
独

特
の
行
事
が
残
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
十
三
日
と
十
六
日
の
夜
に
た

く
迎
え
火
・
送
り
火
は
一
般
的
の

も
の
で
す
が
、
麦
わ
ら
を
束
ね
て

作
っ
た｢

万
灯(

ま
ん
ど)｣

に
火
を

つ
け
て
振
り
回
す｢

振
り
万
灯｣

や

直
径
十
五
セ
ン
チ
く
ら
い
の
百
八

個
の
布
玉
を
空
中
に
高
く
張
っ
た

針
金
に
つ
る
し
て
火
を
つ
け
る

｢

百
八
灯(

ひ
ゃ
く
は
っ
て
い)｣

と

い
っ
た
火
祭
り
行
事
が
伊
那
市
の

西
箕
輪
で
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
他
に
も
隣
の
南
箕
輪
村
で
は
、

盆
休
み
を
も
う
一
日
と
、
若
者
が

地
区
の
役
員
さ
ん
宅
の
玄
関
を
十

六
日
の
夜
の
う
ち
に
バ
リ
ケ
ー
ド

封
鎖
し
て
し
ま
う｢

盆
正
月｣

と
い

う
風
変
わ
り
な
行
事
が
あ
る
そ
う

で
す
。
封
鎖
さ
れ
た
区
長
か
ら
は

｢

盆
正
月
。
一
日
休
ん
で｣

と
お
触

れ
が
回
る
そ
う
で
す
が
、
会
社
勤

め
の
人
が
多
い
今
で
は
実
際
に
そ

の
休
み
を
楽
し
め
る
人
は
少
な
い

と
か
。

　
ま
だ
し
ば
ら
く
は
盆
を
伊
那
で

過
ご
す
こ
と
は
な
さ
そ
う
な
の

で
、
こ
う
い
っ
た
行
事
を
体
験
す

る
機
会
は
な
か
な
か
遠
そ
う
で

す
。
絶
え
る
こ
と
な
く
続
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
ね
。

[

テ
ッ
カ
マ
ン]

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　
ま
っ
た
く
雨
が
降
ら
ず
、
深
刻

な
水
不
足
に
な
っ
て
い
る
地
域
も

あ
り
ま
す
。
伊
那
界
隈
も
一
ヶ
月

以
上
ま
と
ま
っ
た
雨
が
無
く
、
ナ

ス
は
硬
く
て
ま
ず
い
し
大
根
な
ど

の
秋
野
菜
が
が
蒔
け
ま
せ
ん
。
こ

れ
ほ
ど
の
少
雨
だ
と
秋
の
味
覚
、

き
の
こ
の
出
来
も
心
配
で
す

…
…
。
な
ど
と
い
っ
て
い
る
う
ち

に
台
風
が
接
近
し
て
き
ま
し
た
。

庭
の
ス
モ
モ
や
会
社
の
林
檎
園
の

り
ん
ご
が
心
配
で
す
が
、
あ
ま
り

暴
れ
ず
、
適
当
に
雨
を
降
ら
せ
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　
山
に
入
っ
て
楽
し
い
季
節
が
ま

た
来
ま
す
。

の
伐
採
な
ん
て
、
ほ
と
ん
ど
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
か
SF
だ
。

　
そ
れ
で
も
僕
は
山
に
行
き
た

い
。
だ
っ
て
山
仕
事
は
楽
し
い
も

の
。 

刃
物
の
危
う
さ
、
美
し
さ
、

強
さ
に
触
れ
る
緊
張
感
。
弁
当
の

蓋
を
あ
け
る
瞬
間
。 

一
日
の
汗
を

吸
っ
た
背
中
の
タ
オ
ル
を
抜
く
爽

快
感
は
も
う
麻
薬
。 

何
よ
り
一
日

無
事
で
あ
る
こ
と
の
山
の
神
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
。 

い
ず
れ
も
「
動

機
」
に
充
分
で
は
な
い
か
。
山
は

「
建
築
用
材
生
産
工
場
」
で
も
「
も

い
っ
ち
ょ
バ
ブ
ル
来
な
い
か
な
ス

ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
」
で
も
な

い
。「
経
済
効
率
」
で
林
業
を
語
る

た
め
で
は
な
く 

山
か
ら
の
恵
を

「
分
相
応
に
」
も
ら
う
術
を
知
り
、

そ
れ
を
伝
え
る
「
山
人
」
の
精
神

を
学
び
た
い
。
で
も
林
家
が

ち
ょ
っ
と
だ
け
儲
か
る
よ
う
な

「
構
造
改
革
」
を
し
な
い
と
、
僕
の

さ
さ
や
か
な
楽
し
み
を
味
わ
う
機

会
す
ら
失
わ
れ
る
。 

僕
の
よ
う
な

不
届
き
な
「
サ
ラ
林
マ
ン
」
が
た

と
え
お
遊
び
と
し
て
も
山
に
行
く

こ
と
で
結
果
的
に
森
林
が
健
全
化

し
、
林
業
が
産
業
と
し
て
復
権
す

る
端
緒
に
は
な
る
。

　
建
築
用
材
と
し
て
の

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

崩
壊
し
て
い
る
今
、

「
い
い
材
な
の
に
な
ぜ

売
れ
な
い
？
」
は
売
る

側
の
独
善
だ
。
だ
い
た

い
コ
ン
ビ
ニ
＆
モ
バ
イ

ル
世
代
が
「
総
ヒ
ノ

キ
」
で
家
を
建
て
た
い

と
思
う
世
の
中
に
な
る

と
は
現
実
的
に
思
え
な
い
。

　
新
た
な
市
場
の
可
能
性
の
ひ
と

つ
は
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
」
利
用

で
は
。 

で
、
周
り
を
見
回
し
た

ら
、
我
が
社
で
プ
レ
ス
ペ
レ
ッ

タ
ー
を
扱
っ
て
い
る
で
は
な
い

の
！ 

で
も
担
当
者
は
冷
め
て
い

る
。
無
理
も
無
い
。
今
は
日
本
で

は
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
川
下
の
市
場

も
流
通
販
路
も
な
い
。
悲
し
い
か

な
弱
小
商
社
の
論
理
で
は
パ
イ
オ

ニ
ア
に
な
る
リ
ス
ク
は
回
避
し
た

い
、
が
本
音
。 

ペ
レ
ッ
ト
ひ
と
つ

で
も
、
北
欧
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ

峻
険
な
山
地
か
ら
で
は
コ
ス
ト
高

も
否
め
な
い
。
こ
れ
が
現
実
。

　
も
う
ひ
と
つ
。
建
築
用
材
と
し

て
「
一
戸
建
て
」
に
ば
か
り
で
は

な
く
マ
ン
シ
ョ
ン
に
目
を
向
け
て

は
ど
う
か
。 

僕
自
身
も
中
古
マ
ン

シ
ョ
ン
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
口
だ

が
、
間
取
り
を
変
え
る
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
材
と
し
て
間
伐
材
を
あ
た

か
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
よ
う
に
丸
太

で
組
め
な
い
か
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の

住
民
だ
っ
て
「
木
の
香
り
＆
ぬ
く

も
り
」が
欲
し
い
。 

別
に
「
通
直
」

で
な
く
と
も
節
穴
だ
ら
け
で
も
い

い
。
逆
に
間
伐
材
で
作
っ
た
テ
ー

ブ
ル
や
椅
子
、
申
し
訳
な
い
が
あ

ま
り
欲
し
い
と
思
え
な
い
。

　
能
書
き
た
れ
る
に
は
技
術
が
必

須
。
僕
に
と
っ
て
農
林
業
は
究
極

の
ア
ウ
ト
ド
ア
だ
。
鉈
一
本
と
ダ

ケ
カ
ン
バ
の
皮
の
た
き
つ
け
だ
け

持
っ
て
山
に
入
る
マ
タ
ギ
や
樵
。

ス
ト
ー
ブ
も
シ
ュ
ラ
フ
も
不
要
。

ダ
ナ
ー
の
靴
と
ダ
ク
ロ
ン
の
速
乾

パ
ン
ツ
よ
り
、
両
先
生
の
地
下
足

袋
と
ベ
ト
ナ
ム
ズ
ボ
ン
の
何
と
イ

ナ
セ
な
こ
と
よ
！
。
そ
の
術
の
あ

り
っ
た
け
を
盗
み
た
い
。 

そ
の
先

に
見
え
て
く
る
も
の
は
、
ト
ト
ロ

の
森
か
、
バ
イ
オ
マ
ス
か
、
は
た

ま
た
世
界
平
和
か
！
目
の
前
の
ド

ン
グ
リ
の
区
別
す
ら
付
か
ぬ
洟
垂

れ
の
僕
に
は
わ
か
ら
な
い
。 

じ
い

ち
ゃ
ん
、
隔
週
で
ち
ょ
っ
と
降
り

て
き
て
俺
に
と
り
つ
い
て
く

れ
ー
！

　
今
の
僕
に
は
片
道
二
百
五
十
キ

ロ
の
伊
那
谷
は
遠
い
。
こ
こ
を

ベ
ー
ス
に
生
き
て
い
な
い
僕
に

は
、
遠
い
。 

き
っ
と
、
お
ど
ろ
お

ど
ろ
し
く
て
悲
し
く
て
そ
し
て
愉

快
で
楽
し
か
っ
た
人
間
が
生
き
て

き
た
歴
史
が
詰
ま
っ
て
い
る
ん
だ

ろ
う
な
。

　
不
惑
直
前
の
今
の
悩
み
。
能
書

き
た
れ
る
に
は
農
と
林
、
あ
る
い

は
そ
の
両
方
の
当
事
者
に
な
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
隣
の
芝
生
が
青

い
の
は
、
実
は
本
当
に
青
い
か
ら

だ
。 

そ
う
思
え
る
ほ
ど
、
島
崎
先

生
・
保
科
先
生
の
顔
に
は
豊
穣
な

皺
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ば
っ

か
り
は
「
ワ
ー
ク
マ
ン
」
に
は

売
っ
て
い
な
い
。
じ
い
ち
ゃ
ん
！

じ
い
ち
ゃ
ん
も
も
こ
ん
な
に
素
敵

に
生
き
た
の
か
い
？

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

　
お
盆
休
み
は
愛
知
県
の
夫
の
実

家
の
家
業
で
あ
る
ぶ
ど
う
直
売
の

手
伝
い
で
明
け
暮
れ
ま
し
た
。
天

候
が
よ
か
っ
た
の
で
早
く
か
ら
甘

味
が
出
た
反
面
、
水
不
足
の
た
め


